
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 美園 中学校 ）     学校番号 ２１３                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 生徒一人ひとりの可能性を伸ばし、豊かな自己実現を促す学校        

          

重 点 目 標 

１ 深い学びの価値を実感し、活き活きと学習する生徒を育成する。 
２ 生徒の安全・安心への意識やスキルを高める。 
３ 学校運営協議会への生徒の参画を推進する。 
４ 明確な目標をもち、自己の資質向上をめざす教職員を育成する。 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇全体的に落ち着いた態度で授業に臨み、学習課

題に集中して取り組むことができている。 

〇話し合い活動等に対しても、仲間と積極的に取

り組む生徒が多い。 

〇全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状

況調査結果は、各教科とも概ね平均的である。

また、質問紙調査における結果も、概ね良好で

ある。 

〈課題〉 

〇学力調査等において、自分の意見をまとめ、発

信する力に課題が見られる。 

〇数学において得点分布に２極化の傾向が見られ

る。 

〇家庭学習の取組（内容・習慣等）に個人差があ

り、全体的に課題が見られる。 

・深い学びを実

感できる授業

実践 

 

 

 

 

 

 

①各教科おいて、「学びのじしやク」に

基づく生徒主体の授業を実施する。 

②各学年の「STEAMS TIME」において、

課題解決、教科等横断的な学習活動

を実施する。 

③キャリア教育においては、第２学年

「未来くるワーク」を軸としたカリ

キュラムマネジメントを行う。 

①アンケートによる生徒の評価及び学校

評価による教職員の評価が、向上して

いるか。 

②実生活、実社会と関わりをもちながら

課題解決学習を進めることができた

か。 

③「未来くるワーク」と第１・３学年の

キャリア教育の指導計画の間に系統性

を構築することができたか。 

 

 

 

  

・学習習慣の定

着図る家庭学

習の実践 

 

①本校独自の「実のチャレ」を全教職員

で取り組み、生徒の家庭学習へのモチ

ベーションを高める。 

②家庭学習用の課題に、スタディサプリ

を利用する等、ＩＣＴ機器の優位性を

活かす。 

①各学年において、計画的かつ効果的な

「実のチャレ」を課すことができた

か。 

②前年度よりスタディサプリの活用実

績、学校評価生徒アンケートの「家庭

学習への取組」の数値が向上している

か。 

   

2 

〈現状〉 

〇７割以上の生徒が自転車で通学しており、一昨

年度は登校中の事故により救急搬送されるケー

スもある。 

〇令和５年度学校評価生徒アンケートにおける

「楽しく学校生活を送っていますか」の項目に

ついて 92％、「先生方は悩みや相談に親身にな

って応じてくれていますか」の項目について

90％が肯定的な回答だった。 

〈課題〉 

〇交通量が多い、防犯上の危険があることに加

え、自転車通学者の大幅な増加が見込まれ、登

下校の安全性の担保が喫緊の課題である。 

〇不登校、別室登校生徒への対策のみならず、全

生徒が安心・安全な学校生活を送ることができ

る体制づくりが求められる。 

・生徒が主体的

に取り組む交

通安全教育活

動の実践 

①生徒会組織特に安全委員会等を軸と

し、生徒主体の安全教育に係る取組

を実施する。 

②「STEAMS TIME」の第１学年におい

て、交通安全に焦点を絞った課題解

決学習を実施し、自分自身が美園地

区の安全・安心をつくる一員である

ことの自覚を深めさせる。 

①委員会活動等において、生徒が主体と

なった「交通安全」に係る取組が実施

されたか。 

②第１学年の「STEAMS TIME」におい

て、交通安全教育に結び付いた探求学

習を行い、自分たちの意見を発信し、

行動に移すことができたか。 

   

  
・生徒一人ひと

りが主体的に

取り組む心の

教育活動の実

践 

①「美園ハートフル・プロジェクト」に

基づき心と生活のアンケートや面談

を定期的に実施し、生徒理解を深め

るとともに、生徒会組織等を軸と

し、生徒主体となった取組を実施す

る。 

②さわやか相談員やスクールカウンセラ

ー等の専門職と連携し、新設の sola

るーむを活用した組織的な教育相談

体制を構築する。 

①生徒理解や支援のためのアンケートや

二者面談を定期的に行い、学校評価生

徒及び保護者アンケートの「相談」に

おける数値が向上しているか。 

②アンケートや事案等に、教員と専門職

が連携して対応する組織的な教育相談

体制が構築されたか。 

   

3 

〈現状〉 

〇学校運営協議会において、熟議を通して「通学

路の安全確保」という本校の課題を共有し、今

後の方策等について活発に意見交換することが

できた。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会への生徒の参画 

〇「通学路の安全確保」という本校の課題に対し

継続して対策を検討していく必要がある。 

・通学路の安全

について保護

者や地域とと

もに考える場

の充実 

①学校運営協議会において、本校の現状

や課題を共有し、改善の方向性を見出

す熟議を行う。 

②学校運営協議会や PTA、地域等による

「通学路安全検討委員会」を開催す

る。 

①学校運営協議会において本校の「通学

路の安全確保」について共通理解を図

り、熟議を深めることができたか。 

②「通学路安全検討委員会」を発足する

ことができたか。 

   

  

・学校運営協議

会への生徒会

本部役員の参

画 

①第２回学校運営協議会において、生徒

会本部役員から提案された学校課題に

ついて熟議を行う。 

①第２回学校運営協議会において、生徒

会本部役員から提案された学校課題に

ついて熟議を行うことができたか。 
   

4 

〈現状〉 

〇昨年度は「教科等横断的な視点から多面的な価

値を創造する学習指導の研究」という研究主題

のもと、各教科及び「STEAMS TIME」において主

体的、対話的で深い学びについて研究を深め

た。 

〇エバンジェリストや ICT 支援員を中心に、各職

員が研修に努め、職員の授業等でのタブレット

等の活用状況は概ね良好である。 

〈課題〉 

〇主体的、対話的で深い学びを実施するに必要か

つ効果的な ICT の活用が求められる。 

〇経験年数の浅い職員が増加しているので、校内

研修のみならず、様々な研修をさせることが必

要である 

・「教師が教え

る授業」から

「生徒が主体

的 に 学 ぶ 授

業」への推進 

 

 

 

①隔週木曜日に「研修推進委員会」を実

施し、各教科における指導と評価の在

り方、「STEAMS TIME」との系統性等

について研修をおこなう。 

②エバンジェリストを軸とし主体的、対

話的で深い学びを実施するに必要かつ

効果的な ICT の活用研修を実施する。 

①「研修推進委員会」が定期的に開催さ

れ、意見を吸い上げたり取組を発信し

たりするなど、効果的に機能したか。 

②各教科等において、ICT を効果的に活

用した主体的、対話的で深い授業実践

を行うことができたか。 

 

 

 

  

「研修履歴を活

用した対話に

基づく受講奨

励」の推進 

①昨年度より始まった「研修履歴を活用

した対話に基づく受講奨励」について

人事評価時に確認し、教職員個々に応

じた研修計画を作成する。 

①教職員が、当初面談時に計画した研修

に取り組み、資質向上に努めることが

できたか。 

 


